
『ICD コーディングトレーニング（第 2 版第 1 刷～第 3 刷）』正誤表 

2009 年 7 月作成 *2011 年 8 月更新 

株式会社 医学書院 
 

頁 該当箇所 誤 正 

15 7 行目 【追加】 17）回答側のコードの一部に付した（ ）は

任意コードとし、つけてもつけなくてもよい

ことを示す。 

28 2 ①D37.1✝ M8000/1 ①D37.1✝ M8010/1 

29 8 低カリウム血症 低カリウム（K）血症 

32 3 ●ホスピタリズムは〔施設症候群〕でみる。

障害または症候群のどちらでも引ける。 

【削除】 

34 8 ●〔麻痺〕→〔小児〕→〔脳〕→〔不全麻痺〕

→〔脳〕→〔四肢〕 

●〔麻痺〕→〔小児〕→〔脳〕→〔不全麻痺〕

→〔脳〕→   〔四肢〕 

        対麻痺性 

        両側性 

37 9 医療行為 チューブ挿入を伴う鼓膜穿孔術 医療行為 チューブ挿入を伴う鼓膜穿刺術 

38 9 医療行為 チューブ挿入を伴う鼓膜穿孔術 

●穿孔術は切開と同様の処置ととらえる。 

医療行為 チューブ挿入を伴う鼓膜穿刺術 

●穿刺術は切開と同様の処置ととらえる。 

39 1 うっ血性心不全、心肥大、高血圧 うっ血性心不全、心肥大 

高血圧 【改行】 

40 1 うっ血性心不全、心肥大、高血圧

      ①    ②  ③

うっ血性心不全、心肥大 

      ①   ② 

高血圧 【改行】 

③ 

*46 2 ②T95.3 ②T95.3 Y86 

47 2 痛風性関節症 痛風性関節症（右膝） 

47 8 関節リウマチによる多発ニューロパチー 関節リウマチによる多発ニューロパチー（肘

および両下肢） 

48 2 痛風性関節症 M10.09 痛風性関節症（右膝） M10.06 

*48 4 ②T93.1 ②T93.1 Y89.9 

48 8 関節リウマチによる多発ニューロパチー 

①M05.39✝ ②G63.6＊
関節リウマチによる多発ニューロパチー（肘

および両下肢） ①M05.30✝ ②G63.6＊

48 9 ②T93.5 ②T93.5  Y89.9 

50 10 N43.0 N43.3 

54 10 低出生体重児（満 36 週、1,100g）、 

   ③ 

タクシー内で出生          

  ① ④

出生時中等度仮死 

   ② 

 

①P03.5 ②P21.1 ③P07.1a ④Z38.1

低出生体重児（満 36 週、1,100g）、 

        ④    ③ 

タクシー内で出生          

  ① ⑤ 

出生時中等度仮死 

   ② 

 

①P03.5 ②P21.1 ③P07.1a ④P07.3 ⑤Z38.1 

*60 2 S83.2 S83.2 Y89.9 

68 「吐血」のコー

ド 

K27.0 （K27.0） 

71 「経過」4 月 1

日の記述 

今回入院時、すでに意識レベルはⅡ-30。38℃

を超える発熱が続き、呼吸状態の悪化と頻脈

を認めた。意識レベルの低下による誤嚥性肺

炎とうっ血性心不全…… 

今回入院時、すでに意識レベルはⅡ-30。38℃

を超える熱が続き、呼吸状態の悪化と頻脈を

認めた。意識レベルの低下による誤嚥性肺炎

およびうっ血性心不全…… 



72 「経過」4 月 1

日の記述 

同上 同上 

72 「医療行為」 腹部 CT 88.01 

骨シンチ 92.14 

抗生剤 99.21 

腹部 CT 88.01 

骨シンチ 92.14 

86 「診断名」 【追加】 結核の既往 B90.9 

88 「診断名」 踵腫瘤 D23.7 M8409/0 踵腫瘤 D23.7 M8403/0 

88 「経過」最終行 【追加】 病理診断：乳癌（A-area） 

95 「経過」入院後

経過の記述 

入院 5日目、Hb6g/dl台と変化なし。赤血球に

対する抗体も同定できず、ソル・コーテフ○R

100mg使用後輸血を行う。 

入院 5 日目、Hb6g/dl台と変化なし。赤血球

に対する抗体も同定できず、ソル・メドロー

ル○R 125mg使用後輸血を行う。 

96 「経過」入院後

経過の記述 

同上 同上 

96 「医療行為」 化学療法 99.25 

輸血（洗浄赤血球） 99.04 

ソル・コーテフ○R  99.23 

CAZ、TOB、VCM 99.21 

化学療法 99.25 

輸血（洗浄赤血球） 99.04 

ソル・メドロール○R  99.23 

CAZ、TOB、VCM 99.21 

FOY 99.29 

104 「診断名」 多発癌 C97 多発癌 C26.9 

108 「診断名」 急性移植片対宿主病 T86.0 急性移植片対宿主病 T86.0 Y83.4 

110 「診断名」 子宮筋腫 D25.9 【削除】 

115 「経過」の記述 2005 年 8月 4 日より頭痛、発熱（+）。外来で

投薬フォローするも 8 月 6 日にはCRP15.4 と

増悪傾向を認めたため、再生不良性貧血の精

査加療目的で入院となる。尿検で、…… 

2005 年 8 月 4 日より頭痛、発熱（+）。AA の

ため外来で投薬フォローするも 8月 6日には

CRP15.4 と増悪傾向を認めたため、加療目的

で入院となる。外来尿検で、…… 

116 「経過」の記述 同上 同上 

118 「診断名」 捻挫 S93.6 【削除】 

120 「診断名」 【追加】 教育入院 Z71.3 

121 「医療行為」 左タバチエールシャント造設術 左タバチエール内シャント造設術 

122 「医療行為」 同上 同上 

128 「診断名」 【追加】 母親の暴力 T74.1 Y0739 

130 「医療行為」 【追加】 酸素投与 93.96 

134 「診断名」 細菌性髄膜脳炎 G04.2 

細菌性髄膜炎 G00.9 

薬剤性胃炎（ホルモン剤投与による） 

K29.6 

Y42.0

細菌性髄膜脳炎 G04.2 

薬剤性胃炎（ホルモン剤投与による） 

 K29.6 Y42.0 【改行せず同列に記載】 

140 「診断名」 複雑部分発作 【削除】 

140 「医療行為」 【追加】 フェノバルビタール筋注 99.29 

147 「経過」現病歴

の記述（最終

行） 

入院後所見で化膿を認める。 入院後所見で化膿部からの滲出液を認める。 

148 「経過」現病歴

の記述（最終

行） 

同上 同上 

150 「診断名」 上鼓室乳突洞の慢性化膿性中耳炎による鼓室

穿孔 H66.2 

上鼓室乳突洞の慢性化膿性中耳炎による鼓

室穿孔 H66.2 H72.1 

162 「診断名」 腹部大動脈瘤 I71.4 

便秘症 K59.0 

左下肢閉塞性動脈硬化症 I70.2

腹部大動脈瘤 I71.4 

左下肢閉塞性動脈硬化症 I70.2 

便秘症 K59.0 

170 「医療行為」 【追加】 酸素療法 93.96 

*184 「診断名」 IVH 感染 T82.7 IVH 感染 T82.7 Y84.8 

184 「医療行為」 【追加】 マルチドレーン挿入（ダグラス窩） 70.12 

IVH 挿入 99.15 

196 「診断名」 （硬性コルセット装着）46.7 【削除】 

196 「医療行為」 リハビリテーション 93.89 リハビリテーション（歩行訓練） 93.89 



196 「医療行為」 【追加】 硬性コルセット装着 93.59 

198 「診断名」 （熱傷後遺症） T95.2 （熱傷後遺症） T95.2 Y86 

200 「診断名」 右急性腎盂腎炎（腎結石、水腎症、感染を伴

うもの） 

右急性腎盂腎炎（腎結石、尿管結石、水腎症、

感染を伴うもの） 

200 「解説」の記述

（2 行目） 

……主病名は「腎結石、水腎症、感染を伴う

右急性腎盂腎炎」となる。 

……主病名は「腎結石、水腎症、尿管結石、

感染を伴う右急性腎盂腎炎」となる。 

204 「診断名」 回腸導管 Z43.2 回腸導管 N99.5 

206 「診断名」 尿毒症 N19 【削除】 

*206 「診断名」 慢性腎不全急性増悪 N17.9 N18.0 慢性腎不全急性増悪 N18.0 

216 「診断名」 胎児仮死による帝王切開分娩（40W1D） O68.9

O82.1

胎児仮死 O68.9 

緊急帝王切開分娩 O82.1 

226 「診断名」 早期産児 P07.2 

出血（脳室内、肺、腹腔内） P52.3 P26.9 P54.8

痙攣 P90 

高ビリルビン血症 P59.0 

超低出生体重児 P07.0 

   ： 

   ： 

超低出生体重児 P07.0 

早期産児 P07.2 

出血（脳室内、肺、腹腔内） P52.3 P26.9 

P54.8 

痙攣 P90 

高ビリルビン血症 P59.0 

   ： 

   ： 

226 「医療行為」 眼底検査 95.11 眼底検査 95.03 

228 「診断名」 呼吸障害 Z38.0

胎内感染症（敗血症疑い） P28.98

前期破水（約 53 時間） P36.9

臍帯頸部巻絡 P01.1

院内出生児 P02.5

呼吸障害 P28.8 

胎内感染症（敗血症疑い） P36.9 

前期破水（約 53 時間） P01.1 

臍帯頸部巻絡 P02.5 

院内出生児 Z38.0 

228 「解説」の記述 ●診断名の呼吸障害は、詳細な状態がわから

ないため、〔新生児の呼吸病態、詳細不明〕

P28.9 のコードをつける。 

【削除】 

232 「診断名」 【追加】 γ knife 照射後 Z92.3 

*233 「入院期間」 2005 年 2 月 22 日～3 月 15 日（在院日数：23

日） 

2005 年 2 月 22 日～3月 15 日（在院日数：22

日） 

234 「入院期間」 2005 年 2 月 22 日～3 月 15 日（在院日数：23

日） 

2005 年 2 月 22 日～3月 15 日（在院日数：22

日） 

*235 「入院期間」 2005 年 2 月 1 日～4 月 29 日（在院日数：89

日） 

2005 年 2 月 1 日～4 月 29 日（在院日数：88

日） 

236 「入院期間」 2005 年 2 月 1 日～4 月 29 日（在院日数：89

日） 

2005 年 2 月 1 日～4 月 29 日（在院日数：88

日） 

240 「診断名」 ミトコンドリア異常症（ミトコンドリア

DNA3243 異常） Q99.8 G71.2

ミトコンドリア異常症（ミトコンドリア

DNA3243 異常） Q99.8 G71.3 

240 「診断名」 脳梗塞後遺症（左上 1/4 半盲） I69.3 H53.4 脳梗塞後遺症による左上 1/4 半盲 H53.4 

I69.3 

*244 「診断名」 頭痛 G44.1 頭痛 R51 

246 「診断名」 一過性精神症 一過性精神病状態 

*248 「診断名」 ポリープ切除術 ポリープ切除後 

258 5 「診断名」 急性リンパ管炎、下腿から膝 L03.1 急性リンパ管炎、下腿から膝 L03.1（任意） 

258 6 「診断名」 HIV によるカポジ肉腫 C46.9 

           M9140/3 

HIV によるカポジ肉腫 C46.9（任意） 

           M9140/3 

258 6 「診断名」 新生物の化学療法施行中（その他の医学的ケ

ア） Z51.1 

【削除】 

260 8 「診断名」 デング熱 A91 デング熱 A90 

260 8 「解説」の

記述（2行目） 

出血斑を認めるので〔デング出血熱〕にコー

ドする。 

出血斑を認めるので下血、出血があれば A91

にコードする。 

266 2 「診断名」 原因不明の熱 R50.9 原因不明の熱 R50.0 

268 6 「診断名」 胸部痛 R07.2 胸部痛（狭心症の疑い） I20.9 

270 2 「診断名」 薬剤性低血糖症（2 型糖尿症昏睡を伴う） 薬剤性低血糖症（2 型糖尿病性昏睡を伴う） 



278 9 「診断名」 適応障害 F43.2 

うつ病症状 F41.2

自傷の既往 Z91.5 

適応障害   F43.2 

うつ病症状  

自傷の既往  Z91.5 

296 7 「医療行為」 【追加】 補液（ドパミン） 99.29 

*297 4 1 行目 RA（関節リウマチ）で… RA（手関節リウマチ）で… 

*298 4 「診断名」 RA（関節リウマチ） M05.1✝ RA（関節リウマチ）手関節 M05.13✝ 

*300 6 「医療行為」 胸部CT 87.41

DIP 87.73

抗生剤投与 99.21

喘息治療薬点滴 99.29 

抗生剤投与 99.21 

胸部 CT 87.41 

DIP 87.73 

*300 7 「診断名」 多発性脳梗塞 I63.9 多発性脳梗塞（心因性の疑い） I63.4 

300 8 「診断名」 慢性呼吸不全の急性増悪（肺気腫による）

J96.0 

（慢性呼吸不全） J96.1 

肺気腫 J43.9

   ： 

   ： 

肺気腫 J43.9 

（慢性呼吸不全） J96.1 

慢性呼吸不全の急性増悪（肺気腫による） 

J96.0 

   ： 

   ： 

302 4 「診断名」 胃癌、噴門部 C16.0 胃癌、噴門部 C16.0 M8010/3 

*304 7 「診断名」 肝硬変 K74.6

肝性脳症 K72.9

胃静脈瘤 I86.4 

HBV感染歴 B94.2

肝硬変（HBV 感染歴） B18.1 

合併輸血による感染 T80.2 Y84.8 

胃静脈瘤 I86.44 

304 7 「解説」の

記述（1～5 行

目） 

●肝硬変は〔肝炎〕を～輸血直後の急性肝炎

なら B16.9 をコードする。 

【削除】 

304 7 「医療行為」 【追加】 アミノレバン○R 点滴 99.29 

306 1 【追加】 医療行為 

プロスタグランジン点滴 99.29 

308 4 「医療行為」 【追加】 輸液（潰瘍薬） 99.29 

308 5 「診断名」 【追加】 教育入院 Z71.8 

308 6 「診断名」 原発不明の悪性新生物 C80 

骨盤転移 C79.5 

原発不明の悪性新生物 C80 M8010/3 

骨盤転移 C79.5 M8010/6 

310 8 「診断名」 慢性腎不全を伴う高血圧性 I12.0 慢性腎不全を伴う高血圧症 I15.1 

314 6 「診断名」 熱誠けいれん R56.0 【削除】 

*314 6 「医療行為」 膝関節部分切除 80.86 膝関節滑膜部分切除 80.76 

318 3 「診断名」 特発性後腹膜線維症 O99.8

          N13.5 

特発性後腹膜線維症 O26.8 

          N13.5（任意） 

318 3 「診断名」 【追加】 輸液 99.29 

326 7 「医療行為」 【追加】 サーファクタント投与 31.94 

*330 5 「医療行為」 【追加】 治療薬（メイロン○R 、ボスミン○R ） 99.29 

*334 5 「診断名」 頭痛（血管性） G44.1 頭痛 R51 

343 11 （3 行目） 左第 2 指は屈曲可能だが…… 右手第 2 指は屈曲可能だが…… 
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